
高水分麦の収穫乾燥法

(農試技術部)
1.背 景とねらい

本県における小麦の収穫は、毎年、梅雨期に実施されるため、品質は降雨の多少に影響され、年次による品
質変動が大きい実態にある。また、これまでの知見から小麦は、成熟期以降に降雨に道遇すると、穂発芽の発
生や、アミログラム最高精度の低下を来し、品質が著しく低下することが明らかにされている。これを防止す
るためには、早期収穫が必要であることが示されている。 (平成5年度参考事項)

しかし、現状の自脱型コンバインによる収穫と、既存の乾燥施設では、子実水分が30%前 後に低下しないと
対応が困難であるなどの問題があり、高品質′i浅件産のためには、新たに子実水分30%を越える高水分麦の収
穫 ・乾燥技術の開発が必要であった。

これらの既知見を得ながら、高水分麦の収穫 ・乾燥法について試験した結果、高品質麦安定生産に向けた対
応技術として実用性が認められたので指導上の参考に供する。

2.技 術内容

(1)収穫時期における水分の動態及び品質

7)小麦の成熟期水分は、降雨量にも影響されるが、概ね30～40%で ある。

イ)成熟期以降、降雨に道遇すると水分の戻りが急激であり、アミログラム最高粘度加工適性が低下すること
から、この時期に降雨が予想される場合は、高水分条件でも収穫を開始する必要がある。

(2)高水分麦の収穫乾燥法

1  高 水分麦収穫乾燥マニュアル

子実水分 備 考

30%以下

30ハ▼35% 張込み前の放置

限界は4時間
35-40% 張込み前の放置

限界は1時間

注)種 子用としての収穫乾燥体系には適用しない。

3,指 導上の留意事項

(1)刈取りの際には、穀粒及び排碍流量や圃場条件を考慮に入れて、走行速度や刈高さを決定し、損傷、損失粒
の発生を少なくする。

(2)子実水分30%以下の場合、標準作業体系に準じるが、子実水分30%前後で自脱型ジアヽ
Sイ

ンによる収穫を行う際は、
扱歯先端周速度を14(m/s)以下にする必要がある。 (扱歯先端周速度は扱歯の径並びに回転数から換算する。)

(3)乾燥の際には、常温通風乾燥が補完的に実施されるケースがあるが、子実水分が30%程度で風量比0.4
(コ

3/seCet)、
35%程度で0,6(m3/seC・t)、37%を超えると1.0(m3/seC・t)を概ね確保する必要がある。

(4)子実水分の測定は、正確には135℃3時間法 (または105℃24時間法)で 実施する。子実水分30%以下であれば、
一般の粒水分計によっても測定可能であるが、30%を超える高水分麦については概括的に把握することが可
能である。 (具体的な把握方法については平成5年度の参考事項を参照のこと)

標 準 作 業 体 系
実施 しない 送風温度50℃以下

乾減率3.0(%/hr)

以下

張込み量を許容量

の80～90%とする
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<摘要> い ずれの試験区においても、損傷粒は1%以 下であり、損失粒も5%以 下である。適工作業速度は、
汎用型コンバインで概ね0,7～1.0(m/s)、豆 ・ソ′ヾ 用コンバインで0.4～0,6(m/s)程度がのぞましいと
思われる。扱歯回転数は特に標準設定よりは下げてはいない。
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<摘 要> 平 成6年度のデータからは、コンバイン刈りの除湿乾燥及び火力乾燥は、手刈り自然乾燥と比較すると、
粒色等の外観品質で劣るものの、加工適性は同等である。
総合的には、早刈りによる品質低下は小さく、遅刈りによる雨害の危険が大きいことから、加工適性を

考慮すれば、高水分早刈りが良いといえる。
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